






表 1に示すごとく,進行性筋ジストロフィ,脳性小児麻痺その他の精神神経疾患について重

症度別(1:動きまわれない,2:動きまわる,3:身の回りのことが出来る)に計 208 例の障害児

の体温の日内リズムを検討した。各被験者は昭和 53年 11～12 月の冬季間で室温 20～22℃

,腋窩検温を 5分間行うことを原則とした。正確な検温の不可能な場合は電子体温計を使用

した。 

今回はこれら障害児のうち筋ジストロフィの患児について検討を行い,表 2,図 1 に示すよ

うな成績を得た。なお対照値は成人 15例によって得たものである。結果は図に示したごと

く,いづれの障害児も対照と同様の日内リズムを示していたが,その最高体温,最低体温と

も対照に比して低値を示し,最高体温では 2,3群で,最低体値は 1,2,3 群ともに有意に低い

値であった。筋ジストロフィの患児は筋における熱産生が乏しいことが特徴であるがこの

成績でみる限りでは重症度による差異はなく,正常対照群と有意な低値を示した他は日内

リズムも同様の推移であった｡ 


